
第253地区鍔周ロータリークラブ第1524回例会会報1989（平1．凱19）（天候雨）

例会場　鶴岡市馬場町　産業会館5階ホール　　例会日　毎過火曜日　午後12‥30～1‥30

出席報告：会員87名　出席57名　出席率69．86％　前回出席率73．97％　修正出席数74名　確定出席率90．41％

（会長報告）
高橋良士君

9月は、青少年活動月間で御座居ますので、本

日はインターアクトに大変御熱心で、しかも御理

解をおもちの鶴岡西高の東山先生と舟渡修君をお

招きいたしましてスピーチをお願いすることとい

たしました。東山先生には御多忙のところ御来席

いただきまして厚く御礼申し上げます。

主催及び企画は青少年奉仕委員会で御座居ます。

皆様方の御静聴をお願い申し上げます。

（幹事報告）
佐々木忠彦君

1；来信・通知

①　9／13　年次計画・報告書・会報到着

遊佐R．C

②　9／14　新人会員セミナー参加に対しての

お礼状・竹内分区代理から

③　9／18　会報到着

山　形R．C・山形西R．C

④　9／181989年版手続要覧　RI日本支局

2；例会変更

八　幡R．C　9／20（水）あゆ例会のため

場　所　　八　森　荘

点　鐘　18：30

登録料　　3，000円

◎　ゲスト紹介

秋野　　忠君
・東山昭子先生

県立鶴岡西高等学校教授

著作に「庄内の風土・人と文学」
・丹原　　修君

鶴岡西高等学校二年在学中

山形県企画調整部主管

県下20名の代表として

山形県青少年大使　　コロラド州へ派遣
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（ゲストスピーチ）

若い世代の体験　と成長

彼が応募した事業は、

参加者20名中男子が2

名で、女性が18名でし

た。男子がこういう場

にもっと積極的に参加

していく、参加させて

いくという体制が必要

なのではないかと思っ

ています。

最初、舟腰君が出かける時にも、行く前は、あ

いさつなんかはっきりしない面がありまして、日

本の代表として大丈夫行けるのかなんて、大分ハッ
パをかけていたところがありました。帰ってきた

日は、さすがちゃんと「このように元気に帰って

参りました」という風に、すっきりあいさつが出

来るようになって帰ってきました。

やはり、いきなりでも良いから、こうした体験

をさせて育ててくださるということが必要なのだ

と思います。今日も「僕いいよ」とか云っていた

んですけれども、こうやってお話させていただく

機会をもうけさせていただきました。

体験して成長していくという、成長率の良さは、

こういう若い時が一番大きいように私は見ていま

す。ですから学校教育の中だけで出来ない部分を

ロータリーさんなどの中では、ゲストとして何人

かお呼びいただいて、一度やらせてもらうと、話

し方でも何でも、ここへ立っあるいは話す言葉自

体も選んで話せるようになります。あるいは、交

歓会という形で、前に西ロータリーさんとはソフ

トボールであるとか、ボーリングとかいうことで、

お集まりさせていただいたことがあります。

若い子は、時間が割とルーズなものですから、

時間を守ってきちんとやる、あるいは呼ばれて大

きな声で「ハイ」という返事が出来るとか、出来

ないとかいう部分も、やらせていただいて、その

時に的確なご助言をいただくと素直さだけは、い

ま若い分、まだまだあるという風に私は見ており

ます。ですから、どうしようもないような形の部

分でも、今ある中から更にもう一歩ということで

東山昭子氏

見ていて一つずつ、今の段階からもう一歩という

形で若い人達を育てていただければありがたいも

のだなあという風に私は思っております。

もう一つだけ、今外国へ行って、初めて日本と

いうのを逆に見る目を得たようなことでありまし

たけれども、そういったようにわが住む街につい

てのことが、割と子供達、分からないでおります。

私共も分からない部分が多い訳ですけれども。

先程、秋野さんから、何かロータリアンの方に

期待することということがございましたが、各お

仕事の分野で、第一線で活躍されていらっしゃる

方々のお集まりだろうと思っておりますので、各

職場での、ある．いは各人の歩んでこられた人生経

験の中から、にじみ出る部分のところを直接お言

葉で若い人達に語っていただけるようなそういう

機会を持っていただきたいと思っております。

鶴岡酉高インターアクトの方は、只今斎藤みゑ

子先生が担当しておりますけれども、各ゲストに

スピーチをお願いいたしまして、学校の方に来て

いただいて、クラブの生徒へ各仕事場でのお話、

あるいは残り少くなってきている戦争の体験談の
一つにしても矢弾のなかをくぐり、重い車を引き

ながら大陸を切り抜けてきた体験などを生徒は非

常に感激をもって聞きます。

なんとかそういう意味で自分の人生体験なり、

あるいは、各事業の第一線で若い人に望むことと

いうのを、直接お言葉で生徒に対し語っていただ

けたらありがたいと思っております。本日はどう

もありがとうございました。



山形県青少年大使コロラド州派遣事業

体　　　験

7月25日（火）

朝7時に山形空港に

到着した。昨日はなか

なか眠れなかった。朝

は早かったが苦になら

なかった。初めての飛

行機でみんなさわいで
いた。まるでエレベー

ターの強いもののよう

に感じた。やっぱり当

然のように自分の英語力、そしてアメリカでの人

との接し方、生活、暮らしていく仲間への不安、

そしてそれに対してのある種の期待もあった。

飛行機では朝・昼・夜・朝・昼と約12時間の長
い間で二日分も食事をしたようで腹がいっぱいだっ

た。日付変更線を通って時間をあわせたが、体は

日本時間なので、眠くて、だるくて大変だった。

山形空港・羽田・成田・SFDENと空の旅を終
え、day’slnnというポルダーのホテルでのレセ

プションを終えた。各自の芸や自己紹介ホームス

テイファミリーとの対面があった。つかれていた

が見るもの全て新鮮でこの日もやっぱり眠れなかっ

た。ホームステイファミリーの人々はやさしくて、

積極的な人々ばかりだった。ここでの不安の一つ

が消えた気がした。

7月26日（水）

昨日のレセプションのつかれが出る月だった。

今日から本当のスケジュールの始まりなのに体が
いう事をさかないので苦しい日だった。しかし
“Ball”という人工衛星の会社をおとずれた時に

消えてしまった。ここはNASAの下請のようだっ

た、人工衛星ってもっと大きいのかと思ったが、

けっこう小さいので驚きだった。ある程度の規模

の大きさは知っていたがスケールがとてつもない。

その後、ポルダーモールという商店街で地元の

学生達とショッピングを兼ねて昼食をとる。何と

300円位で日本の1000円位のピザ、又100円位で75

01戒はあろうかという位のジュースも飲めて感激

した。

午後はセレスティアルシーズニングという茶工

場へ行った。ハーブのにおいに日本人とアメリカ

人の嘆覚などの違いがわかった。すごいハーブの

報』ヒ仁コ

船越　　修君

香りには正直いってまいった。

夕食はホームステイ先の友人ととり、映画BA

DMANを見た、簡単な英語を使うのである程度

わかった、自分でも耳なれしたのがわかる、それ

にしてもスクリーンが日本の倍以上あってア然と

ながめてしまった。

7月27日（木）

朝、家族と朝食をとる。コーンフレークとパン・

ジュース・牛乳だった。食事は外人とみなさず、

皆と同じ物をたべらされた。でも朝異国の家族と

ともに食べる朝食もおっだった。

コロラド自然歴史博物館へ行き、恐竜の化石や

生物全般の模型類を見た。又コロラドの四季を表

わしたミニチュア模型を見て4月の砂漠に花が咲

くのには驚いた。

その後、コロラド動物園へ行った。日本とは比

較にならない程の大きさ、バラエティーの豊富さ

がうらやましかった。この辺の公園がまるごと動

物園といった感じだった。でも他のよりは小さい

方だというから驚き。

夕方、家の近くのプールに入った。ホームステ

イ先の子供達とあそんだ。他の家の子供達もいた

が、やっぱり変な目で見る人はいなかった。家に

帰って夕食をとり、フロの事を聞いた。こちらで

は自分が汚れたと感じない限り入らないそうだ。

入っても過に二度位だという。確かにあついのに

乾燥していて汗一つかいていない。でも僕はいっ
シャワーをあびてもいいというのでシャワーをあ

びて明日の事を部屋を共用していた子供と話し、

辞書を片手に説明してねた。

7月28日（金）

今日は朝からコロラド州政府の人々のレセプショ

ンがあった。コーヒーやジュース、ちょっとした

食べ物をもち、立ったまま話をしたりする。映画
でよくある、パーティーの形でした。いかにもこっ

ちの感覚でざっくばらんにできた。

その後デンバーの市役所や州議事堂に行った。

高く風格のある建物でした。そこから見るデンバー

市内がとてもきれいで、とてもスモッグがあるよ

うには見えませんでした。実際には公害問題で悩

んでいる都市だそうです。

その足でそのままコロラド歴史館へ行き、開拓



者の道具・衣服・食べ物他の生活全般を見学し、
バターを当時と同じやり方で作り、本当にパンに

ぬってたべた、これがけっこうおいしかった。

当時の開拓者をソドバスターズといって草や土

をとりのぞく人といったそうです。

その後16番街でショッピングをし、KCNC・

TV見学にいった、ここはYTSと姉妹協定をし

ている所で山形へ数回きているそうです。

夕食はホームステイ先のおじいさんの家でステー

キをたべた、そのおじいさんの家はお金持ちの牛

肉屋で吉野屋へ売っていたそうで、日本の写真や

物がいっぱいありました、吉野屋の社長と一緒の

写真もありました、なにか日本の写真や物をみて、

とってもなっかしくて、それでいて何だかわかり

ませんが日本の誇りがもてました。

7月29日（土）

今日はホストファミリーと一日一緒に居る日で

朝皆ゆっくり寝た。起きたあと家の子供と庭先へ

出て机とイスがあるので、そこでオセロをやった、

天気が良かったのでなんともいえない、いい気持

ちだった、日本だったら近所の人がじろじろ見て

おちっかなかったと思う。

昼頃、クロヌローズモールという商店街でショッ

ピングに行くことになって、家族と十緒に車に乗っ

た時、手すりがはずれてこわれてしまいました。

僕が乗った時なので、父親が笑って「私の大切な

車になんてことをするのだよ」と言うので僕は、

あれ、笑っているけど本当は怒っているのかな？

と思っていたら隣の子供が「前からこわれてんだ

から、ほっとけほっとけ」というので冗談だって

ことがわかりました。又、買い物する時も子供達

が冗談ぼく「おい！こいっ（父親）置いてった方

がよくない？」と言うので僕「いい考えだ！」と

いったら「修、何てこというんだ」といっておっ

かけられ、つかまえられて、もちあげられてふり

まわされました。ここの人達は客として僕をあっ

かわず家族として接してくれて、とてもうれしかっ

たし、楽しかった。変に気をっかわず自然に家族

同様の仕事や言葉をっかってくれたのが本当にう

れしかった。

7月30日（月）

ホストファミリーと別れの日でした。今日は移

動日で次のホストファミリーに会わなくてはなり

ません。せっかぐ慣れて仲良くなったのに、しか

も僕の場合家族の末子の女の子が誕生日で朝から

楽しかったのに空港では皆泣いていた、僕も例外
ではなかった。水を大切にする人達だった。

次のホストファミリーはアスペンの人々だ、ア

スペンは俗にリッチな街で有名でした。別荘を金

持ちが多くもっているそうです。ここは富士山よ

りも高い所とあって空気がうすかった。

空港からバスでアスペン高校へ行き学生達と一

緒にコロラド川のボートでの舟下りをした。すご

い急流で川に落ちそうになる所もあった、日本に

いたら味わえない経験だった。

アスペンのファミリーと一緒に夕食をたべたが

子供は二人のうち一人は日本へホームステイ中だ

し、もう一人は無口だし父親は朝はやく夜おそい

ので話しにくいというのかなじめなかった、最初

の家族に慣れすぎたせいかもしれない

7月31日（月）

午前中、アスペンの街へ買い物に出かけた、リッ

チは街だけに物価が他とくらべ高いことに気付い

た。

又、マイアミバイスという日本でもやっていた

番組の主人公の家もここにあった、ここは道がゴ

チャゴチャしてて、地下に店があったり、小道の

奥に店があったりして買い物しづらかったが街全

体が美しかった。

道路の真ん中に沢が流れてあって、木とベンチ

があったゴミはタバコの吸いがら一つなく、公園

は家族でいっぱいで微笑ましかった、ゴンドラも

あってのんびりした感じだった。ゴミをゴミ箱に

入れるという、あたりまえがあたりまえでなくなっ

ている日本ではありえない風景だった。

午後はルーディレイクで泳ぐ人は泳ぎ、又山を
ハイキングした山も空気がすんでいてとってもき

れいだった。

夜キャンプファイヤーをして歌をうたった時、

日本に少し帰りたくなって泣きたくなった、日本

の歌のせいだったと思う。キャンプファイヤーの

火をかこんで山や湖や火もみんなと一体化した気

分になった。

8月1日（火）

今日は遅くまで寝てた昨日のつかれのせいだろ

う。おきた時釣りに出た、ルアー釣ははじめてな

のでむずかしかった。こっちではエサを使った釣

りはしないというのだ、魚がいるのに釣れなかっ

たのでくやしかった。

昼はメキシュレストランにつれていってもらっ

た。初めてしる味に恐怖した、何と表現したらい

いかわからない味に顔の形も変化しかねた。ただ

言える事はカルフォルニア米はおいしくなかった、

ばさばさしてて玄米のようだった。

午後、期待していたホースバックライディング

という馬のりをした。教えてくれる人がっいてく



れるのかと思ったら、乗ったとたんに6～7滴の

散歩に出させられた。恐ろしくて泣いてる子もい

たが動いているうちに慣れてきてコントロールで

きるようになったのでうれしかった、出来ればも

う少し乗ってたかったし、もう一度行きたかった。

その後新聞社へ行ってインタビューされた、主に

ここの感想だった。

夜はみんなで一つの家へあっまってのパーティー

、聞えるピアノ、肉を焼く音、笑い声、アメリカ

のパーティーそのものだった。アメリカらしいと

いうか、僕が思っていたアメリカがここにあった。

陽気な気分になって夢のように恩え、このまま時

がとまってはしかった。

8月2日（水）

朝からロッキー山脈の一部に登った、空気がう

すいのでとっても息苦しかった、途中で頭がいた

くなってうずくまってしまいそうだった。頂上付

近は雨が降ってて冬のように寒くこごえてしまい

そうだった。皆同じで歯をガチガチいわせていた、

昼食をみんな急いで食べ下りた、高山植物がきれ
いでみとれてしまい山の湖に落ちそうになったこ

ともあった。烏海山の2倍位の山なのでとっても

つかれた。降りてきた時寒さから逃げられてホッ

とした。

3時頃帰ってきて公園に行った、近くの人に写

真をたのんだら心よくひきうけてくれ「はい笑っ

て」なんて大声で言ってくれてなんか人なっこくっ

ていいなあと思った、この辺も日本とは違ってい

た。

夜はロデオを見て楽しんだ、流石に荒々しくそ

してカッコよかった。興奮して見ていると今回最

年少10才位の子がやってふり落とされ待っていた

救急車で運ばれていったのはすごくショックをう

けた。ロデオにはそこまで魅力があるのだろうか

と思った、でも何らかの魅力は確かに感じた。

少しホームシックになったみたいで、はやく家
へ帰りたくなった。とっても自分の友人と会いた

くなって悲しくなっていた。そんな時にこちらの

母親がそのことを心配してくれて笑わせようとし

たり楽しい話をしようとするやさしさがとてもう

れしく、少し涙を流してしまった。

8月3日（木）

アスペンのホームステイファミリーと別れる。

あんまり馴染めなかったが、心のやさしさだけは

忘れないと恩った。いっか又来たいきれいな街だっ

た。

今日は移動日でグランピーまでバスの旅で、途

中の公園で昼食をとった。この場所本当に西部を

思わせる場所だった。だだっ広い道路に飲み屋が

少しあって、ちょっと行くと岩山と砂漠のような

草原、そして時折吹く風、馬にでも乗ったら似合

うような所だった。

最後のホームステイファミリーと会った、ここ

の家にはバスケットのゴールがあるのでバスケを

父親とやった。夕食はステーキ、やっぱりこっち

の主食は肉やいも類なんだと思った。子供達がバ

イトから帰ってくるまで夫婦と話していた。母親

の方は小学校の先生で、ゆっくり話してくれるの

で話がなんとなくわかった。その時TVに横浜の

花火大会がうつってたのでなっかしく見るとYO

KAHAMAと書いてあった、これは笑って説明

するとやっぱり笑っていた。子供達が帰ってくる

と、車で一緒にボーリングとゲームセンターにいっ

たコロラドでは16才で免許をもってるし、タバコ

も18才からだった。アメリカでは州によって異な

るが少しうらやましかった。

8月4日（金）

グランドレイクの水位調整場に行った。西部の

水の少ない地方に水をおくったりしているそうで、

タービンは日本の日立製だった。水の中に建物の

ほとんどがあり普段はヘットホンをっかわないと

耳がおかしくなるほどの大きな音がするというの

でした。

グランドレイクはアメリカの自然湖では一番大

きいということだった。

昼はロッキー山脈に登り、今度はバスなので苦

ではなかった。バスから降りるとリスがよってき

てかわいかった。自然に山にいるリスを見たの・は

初めてだった、でもリスの交通事故が多いのは観

光客がえさをやるためだから、えさをやってはい

けないと聞いた。　夕方、ホストファミリーの子

供とその友人と夕食をとったが、ピーマンを食う

食わないのやりとりが楽しかった。帰って僕の部

屋は地下室なのだが、そこのネコが集まってきて

眠れなかった。

8月5日（土）

今日で長いようで短いホームステイ生活が終わ

る日だった。ウィンターパークへ家族一緒に行っ

て、山寺のようなアスベンスライドというものに

のった。全長が長くて、日本とはスケールがちがっ

ていた。そのあとグランピーのミニチュアゴルフ

をした。一つ一つのコースに風景のうちの一つが

作られているのだった、スコアはさんざんだった

がコースをまわって楽しみながらグランビを一周

した気分になれるので楽しかった。

夕方、近くの別のホームステイファミリーと一



緒に合同バーベキューをした。ちょっとしたパー

ティー気分で、みんなでここの歌をおしえてもら

い一緒に歌った。人が多いと楽しい。もうこの夜

がホストファミリーとの最後の夜だと思うといっ

までもここへいて、みんなで歌っていたかった。

3家族をまわってきたが、目に見えるものより見

えないものを学んできたような気がした。

8月6日（日）

午前中は自由時間なので、これまでの疲れをと

るためゆっくり’寝ようと思ったら、寝過ぎて11時

過ぎまで寝てしまった。そのあとグランドレイク

でボートツアーをした。この日レイクではヨット

レースの日でたくさいのヨットがあった。グラン

ドレイクの周りには別荘が多く、色使いの激しい

家や、日本風の家もあった。何かせっかくのグラ
ンドレイクに合わなくてアンバランスでした。

昼食を全てのホームステイファミリーと、とっ

たまさに最後の晩さんだった。バスに乗り込みホ

テルへと向かった。バスへのるとき、もうみんな

の顔は涙でぼろぼろだった。ホームステイファミ

リーと別れるためだけではなく、コロラドと別れ

ることも含めての事だろう。みんなの顔は最初の

頃より変ってきたと見えるのは、僕の気のせいで

はないと思った。みんなしっかりした顔だちになっ

て、自分に自身のようなものを持ったようだった。

8月7日（月）

ホテルで目を覚まし、コロラド最後の朝を楽し

み、ここへ来てからのことを振り返った。人々と

の出会い、別れ、悲しかった事もあったけど見え

ない自分が見えてきた気がした。確かに自分には

プラスにになった手ごたえは感じました。異国の

文化は確かに大切でしたが、異国文化を知る前に

自国の文化を知っている事が重要だった。又大切

な事は心だという事、言葉の違いも心で接すれば

わかってもらえた。何を学んだのかははっきりし

なかったが、自分の意志、考えが異国の中ではな

ぜかはっきりし、見えなかったものが見えてきた

気がした。今の高校生活での経験は一生のうちで
一番重要なものだし、これからの自分をっくる上

で、めったに出来ない事を体験できて、とてもう

れしかった。これからもあちらの積極性を見習い、

色々な事に参加し体験したいと思った。

（委員会報告）

（親睦委員会）
中沢　　進君

来週の例会は4クラブ合同で27日（水）6：30～

となっておりますので、お間違いのないようにお

願いします。

（ス　マ　イ　ル）

斎藤庄治君　去る9月13日鶴信理事長杯ゴル
フコンペを開催した処、150余

名の参加を得て盛大に行われた
ことに感謝して

石井敬三君　サントリー文化祭10周年の集ま

りが先週大阪でありました。庄

内では白應社と黒川能が招待を

受け、三浦さんと私が代表して

行って参りました。その折、三

浦さんに大変お世話になりまし
たのでご報告いたします。

三浦恒頑君　二人での爾次喜多道中、大変楽

しい旅でした。

秋野　　忠君　今日はゲストの東山先生、舟渡
さんのお話をご熱心に拝聴いた

だきまして感謝申し上げます。

それから、酒田ロータリー30周

年記念事業の一環として前日ゴ
ルフ大会がありました。私と荻

原君と佐藤忠先生と3名参加し

荻原君は準優勝で、スマイル預っ

ていませんが私からさせていた

だきます。

佐々木吉彦君　先日の酒田ロータリークラブ30

周年に沢山ご参加いただきまし

てありがとうございました。二

次会というご希望がありました

が、時間の関係で出来ませんで

した。お詫びを兼ねて

酒田R．C30周年

出　席　15名

他ゴルフ　　3名

（ビ　ジ　タ　ー）

桜　井　　　清君（鶴岡西R．C）
石　黒　慶　一君（鶴岡西R．C）

休　　　会

本日の財団寄附金　￥8，053円


